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次号予告「量子インターネット研究の発展」

巻頭言
量子インターネットと光学  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥武岡正裕

講　義
量子インターネットにつながる量子通信の基礎 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥生田力三

解　説
量子鍵配送技術の展開  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥平野琢也
通信波長帯量子もつれ光子発生技術の開発  ‥‥逵本吉朗
量子中継におけるレーザー周波数の制御技術 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥洪　鋒雷
イオントラップの量子通信への応用  ‥‥‥‥‥高橋優樹

光学ハイライト

気になる論文コーナー

今後の特集予定
54巻 10号「スマート農業を支える光センシング技術」
54巻 11号「量子ドットの物理とその特異な光学現象」
54巻 12号「ライダー技術の最前線：測距と環境計測」
55巻 1号「光学分野の設計開発における機械学習の活用」
55巻 2号「超解像顕微鏡：基礎理論と手法の進展」 

//編集後記 //

　光と聞いてまず思い浮かべるのは，普段私たちの視細
胞を刺激している可視光でしょう．可視光の波長はおお
よそ 400～700 nmで，赤血球の約 4分の 1ほどの大きさ
です．波長を短くしていくと，最先端の半導体露光装置
の光源として用いられる極端紫外光（波長 13.5 nm）に
なります．さらに短波長になるとX線となり，その波長
は 1 原子の直径と同じかそれよりも小さい，1 nm～
0.01 nm程度です．波長がこれほど異なると，光と物質
の相互作用の様式も大きく変わります．X線を物質に照
射した際に得られるさまざまな信号を分析することで，
物質の構造や磁性，化学結合など，幅広い情報を得るこ
とができます．
　さて，本号の特集は「材料科学を支える放射光 X線分
析技術」です．材料科学分野における分析対象は，ナノ
スケールの微細構造から，その場観察による動的プロセ
スまで多岐にわたります．こうした現象を捉えるために
は，X線照射によって物質から放出される信号を正確に
分析する技術が欠かせません．本号では，X線分析技術
の開発を牽引されている研究者の皆さまに，各技術の基
礎から応用までをカバーする記事をご執筆いただきまし
た．X線がもたらす新たな視点と可能性を「光学」読者
の皆さまに感じ取っていただければ幸いです．
　最後になりましたが，特集企画の立案から完成までご
支援いただいた編集委員会・編集局の皆さま，そして原
稿執筆をご快諾くださった執筆者の皆さまに，心より御
礼申し上げます． （本山，岡野）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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